
(57)【要約】

【課題】　流出油事故において、波浪中においても低粘

性から高粘性の油を回収する。

【解決手段】　水流を通過させ波を反射しない回収網ベ

ルト１で高粘性の流出油１２を回収する。高粘性の油は

流れ難いため、誘導網ベルト２で回収網ベルトまで誘導

する。低粘性の流出油は回収網ベルトの後部で整流及び

縦渦防止網４で漏れ難くし、吸引回収する。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】　双胴船等の浮体の間に網で製作したベル

トを設置し、高粘性の油の場合にはこの回収網ベルトを

回転させワイパーで回収する。この回収網ベルトは水平

面に傾斜させ、水面下に深く設置することにより波浪が

ある場合にも回収出来るようにしたことを特長とする波

浪対応型流出油回収装置。

【請求項２】　回収部へ流出油を誘導するためには、誘

導網ベルトを回転させることにより流出油を回収部へ誘

導する第１項記載の波浪対応型流出油回収装置。

【請求項３】　回収網ベルトの網及び消波材により、回

収網ベルトより後ろの流れの制御及び消波を行い、回収

網ベルトを通過した低粘性油を回収し易くした第１項記

載の波浪対応型流出油回収装置。

【請求項４】　低粘性油回収部の前面及び水面下に水平

に流れを緩やかにし縦渦を防止する網を設置し、後部の

吸引回収部での漏油を防止した第１項記載の波浪対応型

流出油回収装置。

【請求項５】　ワイパー部のベルトの内側に柔構造のロ

ーラを取り付け、網及び消波材に付着した回収油をワイ

パーでかきとり易くした第１項記載の波浪対応型流出油

回収装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は波浪中においても流

出油を回収する装置である。

【０００２】

【従来の技術】水面上に流出した高粘性油を回収する場

合、高粘性油は流れ難いこと、また回収部での波の反射

や回収部での流れに対する抵抗があり、微小な逆流が生

じて流出油が回収部から逃げるため、流出油の回収は困

難であった。

【０００３】また流出油をゲル化剤により固化した油の

回収装置が必要であった。

【０００４】

【発明が解決しようとする課題】流出油回収部の流れの

抵抗によって生じる微小な流れや波浪の回収部での反射

波で油層が逃げるのを防ぎつつ流出油を回収する。

【０００５】高粘性流出油やゲル化した油は流れ難いた

め、回収部へ誘導する。

【課題を解決するための手段】回収装置として網ベルト

を用いることにより、回収部での流出油を流れ易くし、

また回収部で生じる反射波をなくして流出油が逃げるの

を防ぎ回収する。

【０００６】高粘性流出油は回収装置の浮体や油の流動

性が少なく回収部へ流れ難くなるために誘導網ベルトで

流出油を誘導する。

【０００７】この網ベルトは波浪があっても有効なよう

に、深さ方向の幅を広くしている。低粘性の流出油の場

合には油層が安定に保持出来るようにする。

【０００８】網ベルトに付着した油をワイパーで効率よ

く回収するために、柔構造のローラーを網ベルトの内側

に取り付けて回収する。

【０００９】

【発明の実施の形態】この波浪対応型流出油回収装置の

斜視図を図１に示す。

【００１０】高粘性の流出油１２やゲル化した油の場合

には図２に示すように、回収網ベルト１を網ベルト駆動

プーリー１１で移動方向１０の方向に回転させて回収し

た高粘性油をワイパー１３によりかき取りタンク５に回

収される。

【００１１】回収網ベルトには消波材３も取り付けられ

ているため、柔構造ローラー９によって内側からワイパ

ーに押し付けて、かき取り易くする。

【００１２】回収ベルトは網で作製されているので、水

流１６は網の目から流れ、網ベルトによる回収部におい

て逆流や反射波が少ないので、油層及び水の流れに対す

る抵抗が小さく、流出油層を回収部へ誘導し易い。

【００１３】また網ベルトは水中深く挿入できるため波

浪があっても高粘性油を回収できる。

【００１４】油回収装置は双胴船のような浮体の間に設

置されるため、高粘性油は双胴船等の側壁に付着し流れ

ない。

【００１５】そこで双胴船の側壁部に軸を水面に垂直に

設置した誘導網ベルト２を誘導網ベルト駆動プーリー１

４で誘導ベルトの駆動回転方向８のように回転させて油

層を回収部へ誘導する。

【００１６】このベルトは波浪性能をよくするために水

面７のように波浪が生じてもその影響が出ないように幅

を深さ方向に広くし、軸は水面に垂直にした構造であ

る。

【００１７】低粘性油の場合は第３図に示すように、低

粘性油は回収網ベルトを通過した油を吸引パイプ６で回

収する。

【００１８】回収網ベルトは後ろへの波を減衰させ、こ

の回収網ベルトと吸引回収部の間の油層を安定させ、回

収し易くする。

【００１９】回収網ベルトの網及び消波材は消波の機能

を有する。

【００２０】またこの回収網ベルトと吸引回収部の間の

水面下及び前部に縦渦防止及び流れを緩やかにするため

の整流網４を設置し、縦渦や油水界面の波からの漏油を

防止する。

【００２１】

【発明の効果】この発明は以上説明したように波浪中に

おいて高粘性の流出油を回収出来、低粘性の流出油に関

しても油層を安定させ回収性能を向上させている。

【図面の簡単な説明】

【図１】波浪対応型流出高粘性油回収装置の斜視図であ

る。
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【図２】高粘性流出油回収の状態を示したものである。

【図３】低粘性流出油回収の状態を示したものである。

【符号の説明】

１　回収網ベルト

２　誘導網ベルト

３　消波材

４　整流網

５　高粘性油回収タンク

６　吸引パイプ

７　水面

８　誘導網ベルトの回転方向

９　柔構造ローラー

１０　回収網ベルト回転方向

１１　回収網ベルト駆動プーリー

１２　流出油

１３　ワイパー

１４　誘導網ベルト駆動プーリー

１５　回収した高粘性油

１６　水流

【図１】 【図２】

【図３】
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【手続補正１】

【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】全文

【補正方法】変更

【補正内容】

【書類名】明細書

【発明の名称】波浪対応型流出油回収装置

【特許請求の範囲】

【請求項１】　回収部へ流出油を誘導するために、誘導

網ベルトを水面に垂直な軸にて回転させることにより流

出油を回収部へ誘導する波浪対応型流出油回収装置。

【請求項２】ワイパー部のベルトの内側に発泡ウレタン

またはブラッシを円筒状に成形したローラーを取り付

け、網及び消波材に付着した回収油をワイパーでかきと

り、網の目詰まりを防止した第１項記載の波浪対応型流
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出油回収装置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は波浪中においても流

出油を回収する装置である。

【０００２】

【従来の技術】水面上に流出した高粘性油を回収する場

合、高粘性油は流れ難いこと、また回収部での波の反射

や回収部での流れに対する抵抗があり、微小な逆流が生

じて流出油が回収部から逃げるため、流出油の回収は困

難であった。また流出油をゲル化剤により固化した油の

回収装置が必要であった。

【０００３】

【発明が解決しようとする課題】流出油回収部の流れの

抵抗によって生じる微小な流れや波浪の回収部での反射

波で油層が逃げるのを防ぎつつ流出油を回収する．高粘

性流出油やゲル化した油は流れ難いため、回収部へ誘導

する。

【０００４】

【課題を解決するための手段】回収装置として網ベルト

を用いることにより、回収部での流出油を流れ易くし、

また回収部で生じる反射波をなくして流出油が逃げるの

を防ぎ回収する。高粘性流出油は回収装置の浮体や油の

流動性が少なく回収部へ流れ難くなるために水面に垂直

な軸により駆動する誘導網ベルトで流出油を誘導する。

【０００５】この網ベルトは波浪があっても有効なよう

に、深さ方向の幅を広くしている。低粘性の流出油の場

合には油層が安定に保持出来るようにする。網ベルトに

付着した油をワイパーで効率よく回収し、目詰まりを防

ぐるために発泡ウレタンまたはブラッシを円筒状に成形

したローラーを網ベルトの内側に取り付けて回収する。

【０００６】

【発明の実施の形態】この波浪対応型流出油回収装置の

斜視図を図１に示す。高粘性の流出油１２やゲル化した

油の場合には図２に示すように、回収網ベルト１を網ベ

ルト駆動プーリー１１で移動方向１０の方向に回転させ

て回収した高粘性油をワイパー１３によりかき取りタン

ク５に回収される。

【０００７】回収網ベルトには消波材３も取り付けられ

ているため、発泡ウレタンまたはブラッシを円筒状に成

形したローラー９によって内側からワイパーに押し付け

て、かき取り網の目詰まりを防止する。回収ベルトは網

で作製されているので、水流１６は網の目から流れ、網

ベルトによる回収部において逆流や反射波が少ないの

で、油層及び水の流れに対する抵抗が小さく、流出油層

を回収部へ誘導し易い。また網ベルトは水中深く挿入で

きるため波浪があっても高粘性油を回収できる。

【０００８】油回収装置は双胴船のような浮体の間に設

置されるため、高粘性油は双胴船等の側壁に付着し流れ

ない。そこで双胴船の側壁部に軸を水面に垂直に設置し

た誘導網ベルト２を誘導網ベルト駆動プーリー１４で誘

導ベルトの駆動回転方向８のようにに回転させて油層を

回収部へ誘導する。このベルトは波浪性能をよくするた

めに水面７のように波浪が生じてもその影響が出ないよ

うに幅を深さ方向に広くし、軸は水面に垂直にした構造

である。

【０００９】低粘性油の場合は第３図に示すように、低

粘性油は回収網ベルトを通過した油を吸引パイプ６で回

収する。回収網ベルトは後ろへの波を減衰させ、この回

収網ベルトと吸引回収部の間の油層を安定させ、回収し

易くする。回収網ベルトの網及び消波材は消波の機能を

有する。またこの回収網ベルトと吸引回収部の間の水面

下及び前部に縦渦防止及び流れを緩やかにするための整

流網４を設置し、縦渦や油水界面の波からの漏油を防止

する。

【００１０】

【発明の効果】この発明は以上説明したように波浪中に

おいて高粘性の流出油を回収出来、低粘性の流出油に関

しても油層を安定させ回収性能を向上させている。

【００１１】

【図面の簡単な説明】

【図１】波浪対応型流出高粘性油回収装置の斜視図であ

る。

【図２】高粘性流出油回収の状態を示したものである。

【図３】低粘性流出油回収の状態を示したものである。

【符号の説明】

１・・・・・回収網ベルト

２・・・・・誘導網ベルト

３・・・・・消波材

４・・・・・整流網

５・・・・・高粘性油回収タンク

６・・・・・吸引パイプ

７・・・・・水面

８・・・・・誘導網ベルトの回転方向

９・・・・・柔構造ローラー

１０・・・・回収網ベルト回転方向

１１・・・・回収網ベルト駆動プーリー

１２・・・・流出油

１３・・・・ワイパー

１４・・・・誘導網ベルト駆動プーリー

１５・・・・回収した高粘性油

１６・・・・水流
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